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採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

                 
  

                   

各
学
校
に
お
い
て
、
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
『
部
分
点
の
基
準
』
を
作
成
し
、『
部
分
点
の
基
準

ご
と
の
点
数
』
を
定
め
る
こ
と
。 

な
お
、
受
検
者
の
実
態
等
に
応
じ
て
、
次
の
例
の
よ
う
に
詳
細
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・ 

「
○
○
に
つ
い
て
×
×
が
書
か
れ
て
い
る
。
」
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
内
容
を
加
え
る
こ
と
。 

・ 

「
○
○
と
△
△
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
３
点
）
」
「
○
○
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
２
点
）
」
「
△
△
が
書
か
れ
て 

 
 

い
る
。
（
１
点
）
」
の
よ
う
に
、
段
階
を
設
け
、
段
階
ご
と
の
点
数
を
設
定
す
る
こ
と
。 

・ 

「
誤
字
が
一
つ
以
上
あ
る
。
（
１
点
減
点
）」
の
よ
う
に
、
部
分
点
の
基
準
を
加
え
る
こ
と
。 

 

４  

〔
問
5
〕 

 

配
点 

10
点 

問
題
番
号 

配
点 

最
近
読
ん
だ
新
聞
記
事
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に 

夢
中
に
な
っ
て
、
直
接
人
と
関
わ
る
時
間
が
極
端
に 

少
な
い
人
が
増
え
て
い
る
と
あ
っ
た
。
技
術
の
進
歩 

は
私
た
ち
の
生
活
を
便
利
で
豊
か
に
し
た
が
、
人
と 

人
と
の
関
わ
り
方
に
変
化
も
も
た
ら
し
て
い
る
。 

筆
者
は
、
人
の
生
み
出
し
た
技
術
が
、
人
や
社
会

を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
技

術
の
進
歩
が
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
結
び
付
く
か

ど
う
か
は
、
私
た
ち
人
間
次
第
だ
。
そ
の
こ
と
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

(

200
字) 

 

正 
 
 

答 
 
 

例 

○
テ
ー
マ
「
技
術
の
変
化
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
か
か

わ
り
」
に
即
し
た
自
分
の
意
見
、
主
張
が
適
切
に
書

か
れ
て
い
る
。 

○
本
文
中
の
筆
者
の
主
張
を
的
確
に
捉
え
、
そ
の
主

 

張
を
踏
ま
え
て
、
文
章
が
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。

○
自
分
の
意
見
、
主
張
の
根
拠
と
な
る
具
体
的
な
体

 

験
や
見
聞
に
つ
い
て
、
適
切
に
書
か
れ
て
い
る
。

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

【
2 

分
割
後
期
・
二
次
】 


